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1は じ め に
広 葉樹の繭 芽力を利用 した更新プ∫法は,所 謂綾林作業 として従来か ら薪炭林の育成に応用 され てき
ヒが,こ の 更新にかか る林分は,幼 令期における成長 ≒;:は旺 盛てあつ て も,単 位面積当 りの材積は少
な く,経 済的にみてその効果は余 りあが らない もの と考え られてきた。 この見地か らすれ ば萌芽によ
る長伐期の川材林の育成な ど思い もよG,ぬ 所であ るが,も しも初期の旺 盛な成長 ノ」がある程度持続 出
来,材 積成長,そ の他の点て,実 生木 と同程度の ものが期待で きる とすれ ば,な お 一考 の余地があ ろ
うと思われ る。 と くに,気 象条件,-1二 地条件の充分満たされ ない道東地 方にあつ てぱ,人 に植栽に並
行した繭芽 史新が確 、乞で きるとす れば,そ の効果は経 済的にみて甚だ有 効であ る と考え られ る。
筆 者達は1959年,標 茶東 南約30kmの 塘路 において蔚 芽によ り生 じたヤチダモできわめ て成長の
旺盛なものを発見 した。 更にその後本演 習林内 でも,明 らか に繭 芽に よ り成立 した もの と推定 され る
もので成長n+:の 大きい壮 令木が 見つか り,樹 種 もヤチ ダモに限 らず,シ ナ,ハ ル ニ レに まで及ひいず
れも相当に良好 な成長を遂げ てい るものが散 見された。そ こで筆 者達は 当演習林の繭芽性林木につい
て,成 長量 に どのよ うな特微があ るか を検討 し,一 方同一林地に成立す る実生林分 と対比 して如1可な
る特 異性を有す るかを追究 し,も つ てヤチダモにおげ る繭 芽更新の経済効果を知 る目的で,こ の調査
を意図 した。本報告は1960年 夏期 の学生実習の際調 査 したものに補足 して作製 した ものであ る。
丑 調 査 地 の 概 況 並 び に 調 査 方 法
(11調 査地の拶Eを兄
調査は本 演習林内の1,2,3林 班*,お よび塘路湖畔 の2ヵ 所 に分 けてお こなつ た。 演 予胃林内の
地形,土 性,土 壌型,そ の他地況 は第1,H報 と同 じであ るが,塘 路調査地 も殆ん どこれ と大差はな
く,た だ気温,湿 度が演習林内 よりも若干高めの傾 向にある よ うであ る。演習林 内の繭 芽木はすべ て
2次 林 の中に成 、Zしそ の植生 型ぱ,お おむ ねシダ型 であつ て,比 較的地味 の肥 えた場所 であ る。樹 令
1よ30～50年 であつて,お そ ら く演習林の前身,軍 馬 補充部時代に伐採 された ものか ら繭 芽成 立した
ものと推定 され る。 塘 路調 査地 は シダ型ス ゲ型で樹 令は7～8年 であ りf株 の伐 根年令は26～29fト
であつ て,地 元民の話に よれば 薪炭材伐採後に成立 した繭芽木であ る。
*第H報 参照
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121調 査 方 法
a演 習林 内調査地 峯
根際30cm附 近 よ り分岐 して成立 した ものをhjl=1と み な してatrandomに13本を選び樹幹爵
をお こなつて樹高別胸高直径別材積の成長量を 査定 し,こ れを先に調査 した壮 令林,老 令林,及 び
習 林外のヤチ ダモ林地に おけ る成長 量 と比較対照 した。
調査木の樹高,胸 高直径,材 積を示す と第1表 の通 りであ る。
成長曲線は5年 目ごとの平均値か らフ リーハ ン ドで描いた ものであ る。
b塘 路 調 査 地
萌 芽の幼令時におけ る各令別の上 長,肥 大 成長を調査す る 目 的 でatrandomに24本を選び,
次別の樹高 と根際ll'1:径(地E高5cmソ)所)を 測定 した。 被検定 木は同一・伐恨 よりI」史立す る繭芽の
で最 大の成長 を遂げ ているもの と推定 でぎる ものである。調査木の樹高,根 際直径,樹 令及び伐根
年令を示す と第2表 の通 りであ る。
第'1.表 ・ 樟拝'「1・[胸1、.11[il1.1{・ 材 積 幽・F封 令・表 ,`
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皿 調 査 結果 並 びに考 察
1壮 含繭芽木ノ)成長溢笠過 ま
a)樹il,擁 成 長
前芽壮令木の樹高総成長量は,第1図aか らも明らかなようにす こぶる良好である。 これを,









林は実生林及び朝日営林署管内のヤチダモとほぽ同じような成長経過を辿つてお り,他 の3つ の対
林分に比して,遙 かに良好なことがわかる。第1図bは 廟芽林と実生林が20年 以降同一曲線に重つ




衰退に向か うが この傾向は余 り顕著でない。 しかし5年 間の定期平均成長量は成立初期か らほぼ直
上に等比的に減退の傾向にあ り(第1図c,d)こ れを実生林 と対比するとAll芽林は明 らかに異な
た型の成長経過がみ られ,全 体 としては老令林 と同型である。(第1図e)
一般に被圧状態を経験 しない林分の樹高定期成長は一つの極大点をもつた凸型の曲線で示され老令
0近 付 くに従つてなだ らか とな り,や がて平衡状態に到達するとい う典型をもつて示されるが,第
図eは,所 謂繭芽薪炭林でみ られると同様な成長鼠:の漸時衰退の傾向を示すものであつて,林 木の
常な成長状態を表わすものではない。 壮令林における極端な凸型曲線は既述*の如 く本演習林のヤ
ダモ壮令林の特性を示すものてある。




その他の立地 因子 に差 は無 い もの と考 え られ るため,こ の直 径総成 長量 の差は 当然本調査地におけa
前芽木の特性 とも考えられよう。さらに壮令林のヤチダモの直径成長量が,数 コの対照林分を凌駕毯
、
て良好であることに注目す るならば,萌 芽木直径成長量の壮令林に対す る優位性は,そ のまま当演
林内のヤチダモにおける肥大成長が萌芽木において,ぎ わめて良好であることを示すものである。鵡
屯己
50年 間の総平均成長量及び平均成長量は第2図c,dの 通 りであるが,平 均曲線の傾向を見ると
平均成長は樹令に従つてほぼ等比的な成長量の増加を示 し,平 均成長はゆるやかな凸型の曲線 と毒
惚 、
る。前述の如 く,樹 高成長においてはこれ らの平均成長量は樹令に従つて減退の傾向にあつたが,
査繭芽木の直径成長はこれとは異つた成長経過を辿つており,正 常な林木の成長量の推移 と同様な優.
向を示している。 桑
第2図eは 繭芽林,壮 令林,老 令林における総平均,定 期平均の各成長量の平均曲線を示したもの・
であるが,本 図からも当演習林地におけるヤチダモ萌芽木の直径成長が,他 の2林 分に比していか輝
良好な成長経過を辿るものであるかがわかる。;。
31材 積 成 長 穏
当演習林におけるヤチダモ壮令繭芽木は,直 径成長において良好な成長経過を辿 り,正 常林木と畷
様な顕著な特性をもつ ものであることを明らかにしたが,そ の結果によ1)材積総成長は第3図aの ご
とく旺盛であつて,こ れを他の林分 と比較す ると(第3図b)壮 令林以下の林分 よりも良好なこと醒
`p
わ か る。
Illl芽木 と実 生木 とを比較す る と(第3図b)林 木 成立 後25年 まではほぼ同一の 曲線圭にあ るが251
以 後壮令林は減退 して50年 では繭芽木 の約76%の 材積を示す に過 ぎない。
前 述の如 く,樹 高総 成長 は2次 林 は繭芽木 とほぼ一致 し,直 径総 成長 は前者 は後者 に劣つている
とを明 らか に したが,第3図a,bの 実生林,萌 芽木 は この直径総成長 の差 を示す ものであ る。成,
後25年 目か ら壮令林,萌 芽 木に材積総 成長 の差が現われ ることは第2図eの 定期平均成長量におし
て25年 目前 後か ら壮 令林が 崩 芽木 に比 して肥大成 長に極端 な減退 のみ られ ることか らも明 らか とな1
材積平均 成長曲線 は第3図cの ごとく樹 令を経 るに従つ て増加 の傾 向にあ る。定期平均 曲線は第,'
図dか ら示され るよ うに10-20年 に成長 量増加 の割 合が一時減退 し,20～30年 までほぼ等比的に.
増,35年 目か らやや 衰退 の傾 向を もちなが らもなお増大 してい ることがわか る。 この材積総平均・詳 ・司
定 期平均成長 量の経過 は第2図,c,dの 胸高直径成長の場 合に類 似 してい る。 さ
実 生林 と繭 芽木 との比較は第3図e,fに 示す通 りであ るが,前 述 の総 平均 成長 量の場合 と同 じく"
年前 後か ら両 者に差が現われ てお り,老 令林 と比較すれ ば明 らかに 良好な成長経過 を示す ものであ'
謝!]Jl芽 幼令時の成 長量
萌芽性 林木の特性 は幼令時の成長 に於 て,最 も顕著 に現われ る ものであ るが,ヤ チダモの6創7,1
生の一ヒ長 成長,肥 大 成長は第4図1a,2a,の よ うに各年次;こF3つ て良好であ る。 第4図1b・ 汚
bは 本演習林実生 林,及 び岩手 県下 関伊郡 山田町 にお ける繭芽薪炭林(ナ ラ,ク リ)の 幼令時の成
量を比較 した ものであ るが,こ の図によれ'ani:i'"i1=林は,い ずれ も実 生林 よ り成長 が長 く,ヤ チ ダモ・t'
ク リ,ナ ラでは上 長,胞 大成長共 に余 り優 劣の差はみ られ ない。 ・ 、
従来か ら萌 芽更新に よ り成立 した 林分はそ の特徴 として初期の成長は 箸し くて も年令を終 るに
て成長量 が減 退す ることを挙げていて,こ の 見地 か ら所謂廟芽性 薪炭林は経 済郎Jな林木生産をあげ
には不向なものと考えられるようになつた。ヤチダモの繭芽木の幼令時における連年成長量を調べ1,
と第4図1・,2・ 蜘 く;・なつて,1、 長,・1巴大成鍬i・,初 ・渡 の成長眼 いが2～4,5年 ま・
は減退 し,そ の後は増 大の傾向を示 してい る。 これを繭 芽性薪 炭林におけ るナラ,ク リの連年成







量は漸時減退の傾向をもつてお り,本 調査におけるヤチダモの繭芽木 とは異なつていることがわかる。
i5)考 察
繭芽 の発生,成 長は,伐 根直径が比較的小 く,伐 根年令が若い程旺盛であつて,又,繭 芽の生ずる
位置によつて影響を受けるとされている。筆者達のおこなつた以上の調査では これ らの問題にふれる
ことはできなかつたが,壮 令繭芽木の成長経過が極めて良好であつた とい う結果か らすれば伐根直径
及び年令が比較的小さく幼令であ り,繭 芽の位置も成長に適 していたためであろうとは容易に推察で
きよう。
壮令nr芽 木の材積成長は(3)からも明らかなように50年 において対照実生林よりも1.76倍 の成長量
を示して良好であつて,従 来の薪炭林施業におけるPn芽性林木の概念に反した結果が出ているが,こ
れは本調査における繭芽木の特異性を示す ものといえよう。
同一林地に成立した萌芽木と,実 生木(2次 林)と において,肥 大成長に著 しい差のあることを明
らかにしたが,こ れは,要 す るに,両 者間における相違点を求めるならば根系の発達程度,換 言すれ
ぽ養分吸収機構の差にあるものと考えられ よう。すなわち,繭 芽木にあつては前述の如 く唯一回の伐
採により成立したものであると判断すれば,伐 根内の養分がきわめて経済的に地上林木に利用せ ら
れ,し かもこれが吸収枯渇される以前に新 らしい繭芽木 自体の根系を発達させた結果に他ならない と
考'えられる。
以上の如 く,本 調査の繭芽木は,樹 高成長,幼 令期成長において若干漸時衰退の傾 向がみ られ る










¢ 樹高定期成長量は樹令に従つて減衰の傾向にあつて,繭 芽性林木 としての特色を もつている。




⑨ 材積総成長は樹令50年 で,繭 芽性ヤチダモは2次 林の1.76倍 を示 し極めて良好である。
唾 幼令時の連年成長量は上長,肥 大成長 ともに凹型の曲線で示され,繭 芽性薪炭林 とは異なつた
傾向にある。
15'将 来の広葉樹用材林施業にも/1%7芽更新をとりいれ ることの優位性を示 していると推断される。
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Résumé
   In a partial area of Kyoto University forest in Hokkaido, there are sprouted Yachidamo 
forests, which are growing better than the seedling tree forest. Attending to these peculiar 
standing we tried to make clear the useful effect of regeneration of sprouts of Yachidamo by 
studying the following two matters, that is, (1) growth of height, diameter breast high, and 
volume of the sprouted Yachidamo, (2) comparing these growth with that of seedling trees. 
   The result of this studying is as  follows  : 
 (1) The periodic increment of height demonstrates tendency of decrease according to tree 
     ages. This is a distinctive character as the sprouted trees. Total increment of height 
    indicates nearly similar proceeding of growth to middle age seedling trees standing in 
     the same forest as the sprouted trees. 
 (2) The periodic increment of diameter breast high indicates the convex growth curve 
    which has a maximum point in the middle period. Such a decreasing growth according 
    to years as traditional sprouted fire wood forest is not appeared in this investigation. 
    Total increment of height of the sprouted trees is better than middle age seedling trees 
     standing in the same forest. 
 (3) Total increment of the volume sprouted Yachidamo is 1.76 times as much as middle 
    age seedling trees at 50 years old. 
 (4) Current annual increment of the tree at younger age is obtained as concative curve 
    which has a minimum point for both in height and  diameter-growth. This is a different 
     tendency from that of not similar as the sprouted fire wood forest.
滴


